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気 象 庁 

 

「2030年に向けた数値予報技術開発重点計画」について 

 

 

気象庁はこのたび、気象・気候予測の根幹である数値予報の技術開発を推進

していくための「2030年に向けた数値予報技術開発重点計画」を策定しました。 

この計画は、昨年度から開催している「数値予報モデル開発懇談会」（※１）

において最新の科学的な知見に基づくご検討をいただいて策定しました。また

これは、平成30年8月に交通政策審議会気象分科会からいただいたご提言「2030

年の科学技術を見据えた気象業務のあり方」（※２）に示された気象・気候分野

に関する技術開発を推進していく計画にもなっています。 

気象庁は、この計画に基づき、数値予報の高度化・精度向上の取り組みを強

力に推し進めてまいります。 

 

計画の概要・本文、数値予報モデル懇談会からいただいたご意見については、

別添をご参照下さい。 

 

※１：数値予報モデル開発懇談会の掲載ページ 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shingikai/kondankai/suuchi_model_kondankai/

suuchi_model_kondankai.html 

※２：交通政策審議会気象分科会提言の掲載ページ 

https://www.jma.go.jp/jma/press/1808/20a/bunkakai_rep.html 

 

 

 

 

 

 気象庁は、「2030年に向けた数値予報技術開発重点計画 ～国民一人一人の

安全・安心を守り、活力ある社会を実現する数値予報イノベーション～」

を策定しました。 

問合せ先：総務部企画課 担当 長谷川  

   電話：03-3212-8341（内線2227） FAX：03-3211-2032 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shingikai/kondankai/suuchi_model_kondankai/
https://www.jma.go.jp/jma/press/1808/20a/bunkakai_rep.html


（別紙） 
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「2030年に向けた数値予報技術開発重点計画」の目標について 
 
気象庁はこのたび、現在から近未来における社会ニーズに応えていくことを

目標に技術開発を推進していく計画として、「2030年に向けた数値予報技術開
発重点計画」を策定しました。この計画の策定にあたっては、国際的な科学技
術の動向を分析し、また、昨年度から開催している「数値予報モデル開発懇談
会」でいただいたご議論・ご検討を踏まえました。またこの計画は、平成 30
年8月に交通政策審議会気象分科会からいただいたご提言「2030年の科学技
術を⾒据えた気象業務のあり⽅」で示された気象・気候予測に関する技術開発
を推進していく計画にもなっています。 
この計画においては、分科会提言に示された気象業務の役割を踏まえ、気

象・気候予測の根幹である数値予報に関して、「国⺠⼀⼈⼀⼈の安全・安⼼を
守り、活⼒ある社会を実現する数値予報イノベーション」を掲げています。そ
して、自然災害や社会情勢の変化と科学技術の発展を踏まえ、「豪雨防災」「台
風防災」「社会経済活動への貢献」「温暖化への適応策」の4項目について技術
開発の目標を掲げています。またそれらの実現のために、技術的な課題と技術
開発の⽅向性を整理するとともに、技術開発の柱となる項目と、それを推進し
ていくための方策や指針をまとめています。 

重点計画における、主な開発項目等 

 
(「2030年に向けた数値予報技術開発重点計画」より) 

これらの内容は、別添の概要と本文をご参照下さい。  
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○「2030年に向けた数値予報技術開発重点計画」の目標 
（図は、交通政策審議会気象分科会提言「2030年の科学技術を⾒据えた気象業務のあり⽅」（提
言概要）より抜粋・一部修正。） 
 
 豪雨防災 
「集中豪雨発生前に、明るいうちからの避難等、早期の警戒・避難を実現」 

 
 
 台風防災 
「⼤規模災害に備えた広域避難・対応を可能にする数⽇先予測の⾼精度化」 
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 社会経済活動への貢献 
「⽣産・流通計画の最適化等に役⽴つ⾼精度な気象・気候予測を実現」 

 
 
 温暖化への適応策 
「『わが町』の地球温暖化予測により、国や自治体等の適応策策定に貢献」 

 


